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～今月懸から松之由保育斯うさぎ総です～　〉P絡
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未来ちゃん　佐藤杜助・今蘭さん

　　　　　　　　　　天水越（三枚照〉

おくやみ（死亡）

小野塚健吉さん　72歳　上鍛藏（がに原）

井規　マッさん　87歳上蝦漉（糀麗〉

婁野　トカさん　93歳　湯　出（不老鶴〉

南雲　貞子さん　80歳　松之肉ぐじすけ〉

小環　ノプさん　78歳　湯　山（佐　七）

＊6月工βから6月30沼までの煽餓分です．

＊広報に載せてほしくない方は、届出の時
に』窓臼に1お謡ください、

辮
　　　　　　　6月30臼現筏
総ノ＼口　　3，1三6入　（一8〉

　　男　三，505人（一2）

　　女王，6難入（一6）

鍵帯数　ユ，三〇5戸（一4、）

　　　（）内は莇月との比較

町民憲章　昭測，3年囎定

わたしたちは松之山町観です．郷土を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう。

町厩の合書葉

　　1、美しい緑と雲の中で
　　　　　　　心豊かな入になろう
　　王、ブナの梢が触れ含うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　1、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　創造のカを蕩めよう
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　　　　　　　　　　　　　　浦留保育断　うさぎ総
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灘簿灘購
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二：9卜uもし、るδモ。
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　　　　　　　　纏
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（よの由・鱗営住密）
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　　　　　　　峰鄭会（6自qO）む、叡8し、ちゃれが

　　　　　　　ガれぽっこ菱ilっこし、るごこ≧ろちガ’きました。

※浦鐡保溝所は今翻で終了です．次懸からは松之山保麿所に移》ます。
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　　夏休みが始まりまず。子供達への目くばり

　　気くばりをおねがいします。
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王

窓口等での串講・搦出又は
インターネットによる鷺子的な申曝講・届出

《露竈区驚村》　　　《者5道府県ネットワーク》　　《全國ネットワい嘩ク》

・
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酬瓢

栂羅欝響一慧／
擁欝灘薮．．纏懸繋

轡

本人確翻構報を握
儀（法律で輿体的
に規定された事務
に隈窟）

獺鎌綴　　　　　懸

｝騨…噸灘

※cs（識ユニケー沁ンサーバ）洛窺鴎繍こ雛灘されてい碓醸本台帳脇のため伽ン撫一タ畿臨本講京ットワ㎜ク
　　　　　　　　システム（購存艦墓システム〉との構渡しをするために新たに毅罎ずるコンピュータ
※許W（ファイアウ鐘一矩〉：不正侵入を防血する装濃
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今
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で
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舗
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調
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で
検
討
が
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さ
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て
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よ
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で
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。

3

　　住民基本台帳ネツトワークシステムが

國会でも論争が繰り広げられ皆様もご葎じかと懇いまずが、住民墓本台帳ネットワークシステム

（通称1住墓ネット〉が8月5Eiより運尾開始となりました。このシステムの墓本となる、金住残に与

えられることとなったr住民票：コード」（顎桁の欄人別番暑のことです、）が、8月絡∈3以鋒各世帯ごと

に通知されますので、ご確認いただき大切に保管しておいてください。

纒　欝灘灘鐵灘購難購縫懸鱒灘難
響騨

遜 欄人ごとの4つの簿報（銭名・生年月臼・姓男彗・

住駈〉を、「住蔑票コード3という鴛桁の番暑と

共に傭報化し、全国どこでも共適した本人確認が

薄能となるようにコンピューターで結んだ地方公

共鑓体共岡のシステムのことでず。

籔灘騒鐵麟購
履　　ますます進化する高度情報化社会に対応して、

　住浅の負授軽減・サービスの陶上と、蟹・地方

を遇じた行政改革（簡素化・効率化〉を図ることが

目的です。

畿
鱒
撒

、癬謹

騨

擁

縷灘蔭．護灘灘灘羅麩、
　、羅灘　　・羅　一鱗麟鰹

曙覇灘鐵醸麗響騒灘

鰻灘灘灘醸麗鶴灘睡霧轟難

難

国や県の行政機関にも本人確認情報として提　　　　　　f住民墓本台織カード」を希望者に発行します。

纏総薦麗謝鷺際嚢ゆあ蛎憲辮副濃禦餐
くなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ります。またこのカードは舅分証明書として

　　　　　　　　　　　　　　　．の利爾や、条例による覆鋤村独臼の各種サー

　　　　　　　　　　　　　　　ビスの設定も驚能となりますo

翻　．．、購麟麟麟麟
顯
． 次の3方面から保護に万金を尽くします。

制度面…・・法律による情報の膿定・目的外利溺の

　　　禁止、秘密保持義務響。

技術面一◆・外部からの優入を防止するシステム。

　　　システムを操作する人の厳難管運。

蓮需面・・…・指定情報処運機関と都遵府繋では情報

　　　保護委員会等の絡織を設覆し、調盃・
　　　審議を行いまず．

藤，鱒醸灘麟鰯灘纏繋灘

遜　普段の生活では別段支障ありませんが、必

　　要な場含は役場佳残係に相談してくださいo

　しかし金騒レベルで適尾する番弩であること

　から、悪鰐され，ることが絶対に1ないと言い切れ

　ないのが現実的といえます。欄人の黄征として

　大切に保籔しておいてください。蒙た外部から

　の手紙や電話による個人：コー一緯の照会は絶対　，

　にありませんので注意してくださいo

雪
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づ
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葎
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麗
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と
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ま
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灘
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・
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平
成
禍
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の
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，
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す
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　　　　　　　　保険税はこのように計算します
　　　　　　　※菊歳未満の世帯と65歳以上の繊帯は、毯療保険分だけの負撫です。

緩療保険分（国保茄入者全員で欝算します。隈度額53万円）　　　介護保険分（限度額7万跨）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰐
　　　　　　　　　　　　　　　麟十
　　　　　　　　　　　　　　幾　　　　　　　　　　　　鰭
　　　　　　　　　　　』縫→鱒
　　　　　　　　礁鐵
　　　　　　　十
　　　　　験　　　　　蒙　　　　蝶
　　　欄
　講鋸
年間の国民健康保険税　鷲　医療保険分　十　介護保険分

ずハ

ゆ』L1
＼

鐵
入続中の一欝にかかる食事代のうち760円を

一般の被保険響の方々に負撹していただき、

残りを入院蒔食箏療養費として翻保が負撹

します。
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、曽

住民税
葬諜税撹帯

　※住浅税雰課税世幕の方はr標準負娯額減額認定劉

　　（串講により交付〉が必要となりますo

◆食纂代の標拳負挺額は、高額療養費を算定ずる趨a負撞額

　には入りません。

　入醗すると、λ醗跨穣蒙療護費の一部負

摂盆として、一臼七百六十霧を医療磯関に

支払うことになりますが、住感税の非課醗

世幕には滅額される鰯度がありまず。

（右園をご麗ください。〉
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　9自f臼から保険証が新しくなり、薩がr眺

饅」に変わりま寄。それまで使っていた庸

後」の保験証は使えなくなりまずのでご注

慧ください。

　保験観や匿療費のこ，とでわからないεとがありましたら、

担当までお気軽にお閣い台わせください。

　　　　　　　総務課・住巖係　国保握当　高懸まで

診
療
所
の
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、

毯
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て
る
時
．
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繋i！…⑯6 4α6 28．O 3フ．6 43．0

i蒙ii嚢i礁8 6D 7．○ 8．0 74
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いつ譲し声が廊下の方から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時々醐こ汽てきます。この表

は6月17臼（月〉～7月王9臼（金）までの、5週聞の曜沼劉受診者数の平均で

す。〈薬だけ希望の方も入っています。〉ご覧のように月曜・金曜臼に受診さ

れる方が多く、水曜・木曜βは少ないことがおわかりいただけると思います。

特に水曜饗は、月曜沼の6翻しか受診者がおられません。

穆i蓬餓灘贈：濃罰綾饗蕩匙黛》鶏養脇礒晶　蒔署』

騰魏患鰻袋灘魏認裏摺禦喬灘灘纂鴛ぞ膿　◎畷
だきたいと思います。

　いろいろな都合で朝に受診される方が多く、沁時帯過ぎにはかなり窒いています。お近くの方や

ご自分で来ることのできる方は、そのころにおいでいただくとそんなに混まないと患います。

嚇犠欝灘黎器糠鱗驚鶏鴇雛繍蕪蕎臆麓善禦
4購壌から5碕までは診療漸にいることが多いので、診察を精望される時はお電話をかけてみてく

ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診療所長　登坂　尚志
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鱒の活牲弛隙地域の活牲編

麟内子供達が参触した自然体験食霧

入園初仕事は、期闘中自分で使う箸を作ること

鞭継継灘鞭
　平成13奪度より由趨紹学馨業はヂ欝てる会」から晦に

移毯され、宙魯留学の他鱒内の晃童隻縫を対象とした様

々な体験交流活勤を実施してい濠す。また近奪の臼然体

験教蕎活動への瀧目度が上がる中、長奪の実績が認めら

れ国や繋からの事業甕託を受けられるようになり、全国

募葉の短購留学蒙業も展開してい謙す、参後とも都轡で

生活ずる入たちの霞然体験や農業体験をさらに推進して

いくことを目的に、今無4月に鰍PO　ふるさとわっしょ

い君を設立するに至りました．しかし今後活勤を菰めるに

は、露然体験や伝統蒼能、農家蔑泊などの各種協力轟の確

保や，鱒でも補勤盆を患してます蹴運営資盆の確傑など

課題も多いのが硯状です、適鑓な運鴬と地域の活性化を

目指し、蓉い3人のスタッフに賭ける地域・麟の期待は大

きいものがあります。地元農家でさえ田圃の撃伝いや自

然体験が大変少なくなっています。すばらしい藻蝿を理

解していないのは、我々地元の人間なのかも知れません．

　　　難蒙灘総．．．、粛．　篶繋難覇灘．欝

鐸POとは“醤o奪proゴlt　Or鶴臓lzat沁バの略で、直訳すると「雰営

利組織」ということになります。営利を追求するのではなく、祇会

的な優命の実現を目指し、地域や往毘のために様々な猛動を行う

法人の資絡を持った組織・寮業体をいいます。平成憩銀稔月に特建

典鴬利活動促進法が施工され、疑本でも徐々に増えてきています、

　　　　　　　　　　　　　地域の活性化を目指して　　理鞍丸林挙い

　瞬PO　ふるさとわっしょい盈は簸POとして東頸城郡では初めて、また新潟県では8王番麟の醸体となります。当法

人では、子供から腐齢麿までの編広い屡に対して、自然の中での捧験括動を通した生きがい晃っけの機会創鐵、生涯

教育の場の提僕、健康の増進、伝統文化・技能の継承健進、都毒と地方闇の交流人鷺の翻患等に関する事業を行い、地

域の活惟化に寄与することを目的としています。

　松之蜘でも逝年少子萄齢化や町村合併に両けた様々な取り組みがされている申、行政だけに頼らず、浅潤からも落

盤化のためのアイディアやカを繊し奮いそれを一つにして地域を盛り上げていこうとする為の組織です。

　16葎萌から続いている由麺留学も㌶POの事業の一っですし、今年から始まった学校の週5鷺綱や総合学習といっ

た子供達を育てる濡動にも積極的に取り組みます。また都心の大人達を鰐象にしたイペントや各種体験、鐙舎暮らし

のサポートなども行い交流人口の拡大に努めていきたいと思います。
　このような地域浩牲化を健進するためのインストラクターや受け入流農家等、ご協力いただける松之由サポータ

ー（NPO会貴〉を募集しています。詳しくは松之由学園までお気軽にお問い含わせください。

嫌

予9424342　松之出町浦拐7575
電言養02559似6－3066　　FAX　O2559，6－3067

ホームページ舞姓P＝〃WWW．ma重U轟Oyama護）r9／

訟之ψ肇園蓼伍ヌタッフ

丸林耗一理事長　　港照美佳指導黄　　久保田瑳指導貧
（湯の轟・常照寺〉　（松之出・第一期留学生）　　〈麟根・穣丸農）

7

町の活性化℃地域の活性化

　戦後の高度成長期に始まる人0の流失で、かつては子供達で一杯だった学校の存続にも

影響を受けるようになり、地域のよりどころであった中原冬季分校・中立由分校の櫓次ぐ

閉鎖、小学校の複式学級、さらに浦田中学校の統合へと続いていきまず．学校の葎続に億機

感を持った地域では活性化対策が輿剣に論議されることとなり、そこから隻まれたのが宙

秘蟹学劔度であり、都薦交流事業としてすっかりおなじみとなった蒙雪塾などです。

　今や都滞交流や総舎体験といえば、浦鐡地区なくてはできないまでに定蓄していますが

留学隻の受け入れなど、地域の運解と協力がなくてはできることではありません。

璽内及び麗東方面より、7月29臼から5泊6臼の
短期留学に参舶した29名の子供達○
挨拶もはきはきと、とにかく冗気な子供達だQ
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欝浦田のやさしさ」

　　　　　　　　　　修園生の親

　我が家の宝物ができたo息子が山村留学終了と共に持ち帰っ

た∫儀頼鍵という窯物だ。そ為はド浦田のこれから涯と題したアン

ケートの莱。収穫祭の折り患子が材の人たちに協力していただ

き、故郷への思いを記してもらったものであるo　～中略～

　業年後、それを手にして読み進む内1こ私は涙があふれて虻ま

らなくなったoある古老の記述だ誕浦顧が嫁きだo晃ぬ濠で住み

たい。だけど・・。雪さえなけれぱ鐸と、蒙雪地故に冬の厳しさが文

霧の陶こうに見えるoここ饗は雪は金の邸ではなく闘いなのだ

と思い知らき為る。それに対じて子供達は、甕雪下ろしでお年寄

りの霞らな糖家を造ろう涯冬聴も村で働けるようにまと、着者達

は藪僕らが家族廼住める跡営住竃を造り、父と一緒に蕃らしてい

き1な騎鑛＆癒えるo園難な状況築璽も弱餐を切り捨てず、懸いを

寄慧支晃奮蓼て生きる姿勢に臓を菰たれてしまったのだoと岡

時儀、その車廼暮らじた息子の溝々がかけがえのないものだっ

たと再確認した。

　階¢て歩こう。雛の麟には誠実な入が沢鐵いるよ3・・と、この

蛍物が患畢のこれからにヱールを送っている。そんな気がして

ならないo
　　　　　　～繊越留学窪0周隼記念誌から記載し濠したo～
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灘灘翻畿鰻麟灘
み　く

未来ちゃん（2歳〉

廓野琢　茂・弓子さんの長女

　　　　（東搬・新宅）

私は案物ならなんでも大好きな死気な女の子

です、でも赤ちゃんの腰はピンクの服巷てても

いつも男の子だと思われていたってお父さん、

お母さん誉ってた．だからね、この髄初めて床

膣さんに行っておめかししてスカートはいた

ら、みんなから“かわいい、女の子らしいよ”

っていわれて照れまくっちゃった。おうちでは

二人のお兄ちゃんに囲まれ、簸3とってもにぎ

やかで楽しいよ。

【お母さんから一言】

何事にも精一杯取り維んで、羅後までねぱり強

くやり通せる様に、そして笑顔の似合う活発な

女の子になうて欲しいです．

◎
癒
募
搭
法
　
購
紙
（
何
で
も
か

　
葦
い
ま
せ
ん
）
に
各
称
を
記
入

　
し
、
集
落
名
・
氏
名
を
記
入
し

　
濠
す
．
な
お
、
名
称
は
お
一
人

　
い
く
つ
謬
い
て
い
た
だ
い
て
も

　
か
ま
い
蕊
せ
ん
、

◎
鯨
募
期
隈
　
8
月
3
0
臼
（
盆
）

　
　
　
　
　
　
必
蕎

◎
癒
募
先
　
役
場
振
興
課

　はじめ
…1基ちゃん（㈱

’　高橋春雄・俊千枝さんの長男

　　　　（天水島・千禽）

ぼくはよい子の聴は「はっちゃん」なんだけ

ど、おいたをすると大きな声でヂはじっ雛つ

て呼ばれてしまいます、ブΩックや広巻で作っ

てもらった棒で遊ぶのが穴好き。たまに失数も

ずるけど、それっ亡元気な証拠なんだからあん

まり怒らないでね．巻からおねえちゃんといっ
しょに保奮園1こ苔ってます。あんまり稼ぐので

ぞこいら中いつもケガだらけで、人呼んでひよ

こ絡の親分だってさ。でもパパ・ママに似たん

だよ、きっと。

【お母さんから一遷講

何事にも貧けず、鑛後までやり通せる子供にな

ってもらいたいです、

　
松
之
山
ス
テ
…
ジ
の
中
核
で

あ
る
「
森
の
学
校
し
（
仮
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）
は
、

来
春
の
開
館
を
目
指
し
順
調
に

工
事
が
進
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い
ま
す
が
、
建
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の
正
式
名
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が
濠
だ
信
い
て

お
り
濠
せ
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．
そ
こ
で
、
織
蔑

の
皆
様
を
対
象
に
葛
称
の
募
集

を
し
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す
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で
、
ど
し
ど
し
緬

募
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く
だ
さ
い
、

　
松
鷺
地
内
に
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
「
森
の
学
校
し
（
仮
称
）
で
は
、
開
館
後
の
運

営
に
つ
い
て
公
暮
に
よ
る
運
営
準
備
委
貴
会
を
立
ち
上
げ
、
春
よ
り
検
討
を
重
ね
て
参

り
ま
し
た
。
8
月
5
β
に
は
町
内
教
職
舞
を
鱈
象
と
し
た
概
修
会
の
飽
、
8
月
銘
撫
に

は
東
憲
大
学
大
学
院
「
鶯
谷
い
ず
み
教
授
」
、
名
古
羅
大
学
大
学
院
「
池
内
　
了
教
授
」

を
招
き
、
第
王
翻
越
後
松
之
山
璽
山
学
会
（
仮
称
）
と
題
し
た
講
演
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
講
演
会
に
つ
い
て
は
後
鶏
チ
ラ
シ
等
で
参
舶
を
呼
び
か
け
ま
す
の
で
、
燈
雰
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
参
擁
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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灘
灘
難
β
（
獲
）

十
日
町
支
会
小
型

　
　
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　
梅
雨
の
合
闘
の
ジ
リ
ジ
リ
す
る
陽

ざ
し
の
元
、
牽
賃
町
支
会
小
型
ポ
ン

ブ
操
法
の
大
会
が
市
内
の
簿
売
帯
場

駐
庫
場
で
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
β

町
地
域
潴
防
管
内
6
市
町
村
か
ら
代

表
チ
ー
ム
が
贔
場
し
、
隊
員
達
は
汗

ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
も
き
び
き
び

と
し
た
操
法
を
繰
り
広
げ
、
時
閥
と

疋
確
さ
に
桃
み
ま
し
た
。
松
之
由
か

ら
は
第
二
分
國
の
選
抜
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
．

指
揮
春
・
村
山
孝
宏
さ
ん

　
三
番
・
高
澤
利
昭
さ
ん

　
2
番
・
滝
沢
豊
瀦
さ
ん

　
3
番
・
小
野
塚
疋
之
さ
ん

塗
潟
鎚
鐵
（
β
）

薪
の
あ
る
狂
蕎

真
夏
の
笑
い
の
祭
典

　
猛
書
踊
・
野
村
万
作
を
両
か
え
て
の

第
6
躍
真
夏
の
笑
い
の
祭
典
が
、
山
の

上
の
能
楽
堂
く
湯
由
・
摺
魂
祇
）
で
醐
催

さ
れ
ま
し
た
。
暑
か
っ
た
昼
間
を
忘
れ

さ
せ
る
よ
う
な
由
の
夕
暮
れ
鱒
、
能
楽

堂
へ
と
続
く
参
道
は
浴
衣
を
藩
た
女
性

な
ど
、
こ
の
沼
を
待
ち
か
ね
た
観
客
の

長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。

　
辺
り
が
暗
く
な
り
始
め
た
午
後
7
時
、

薪
が
と
も
さ
れ
舞
禽
が
始
ま
る
と
会
場

は
幽
玄
の
獄
界
に
～
変
し
ま
す
。
こ
の

9
の
演
鍛
は
「
悪
太
郎
』
と
「
釣
り
斜
篇
の

2
本
。
約
8
0
0
人
の
観
客
は
伝
統
が

か
も
し
出
す
笑
い
の
徴
翼
に
、
し
ば
し

我
を
忘
れ
た
よ
う
で
し
た
。

馨
…

綿潟総鐵継欝

　町内で最後を飾る運動会
　　　　下布川地区陸上運動会
　地区金体の人鷺がま20人余りと町内でも小さな地区
ですが、最近の下霧絹はほんとに元気です。特に一番奥
の集落東由では、6鐸の徴帯に子供達がなんと11人も
いるというからすばらしいこと。当臼は時折ぱらつく爾
もなんのその。コミュニティー一センター一では趣陶を凝ら

したゲー一ムに悪戦蕃醐しながらも、にぎやかな爽いが饗

き渡っていました。

懇
潟
％
賃
（
水
〉

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

松
之
山
保
育
園
児
が

ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び
か
け

　
安
塚
警
察
と
交
通
安
全
協
会

に
よ
る
交
通
安
全
街
頭
指
導
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
癒
年
参
擁
し
て

い
る
松
之
山
保
膏
漸
の
き
り
ん

緯
・
う
さ
ぎ
組
園
兇
達
は
、
自
分

で
作
っ
た
轟
父
通
安
全
“
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
短
隠
を
、
通
り
か
か
っ
た
庫

榊
台
一
費
に
手
渡
し
ま
し
た
。
ド

ラ
イ
バ
…
も
初
め
は
何
事
か
と

不
安
の
糠
子
で
し
た
が
、
か
わ
い

い
子
供
達
か
ら
の
メ
ッ
セ
重
ジ

に
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

驚鶏鱗田練〉

　　河童達が記録に挑戦！

　　　　　町学童親善水泳大会

　鯛段から夏休みという二学期終業式の午後、町渓プ
ールにおいて町内小学校兇童による親善水泳大会が行
われました。梅雨も明け真夏の大陽が降り濡ぐ絶好の
水泳臼瓢の中、子供達は次々と水しぶきを上げ各種臼
に挑戦していました。9月からの新学期には、さらにた
くましくなった真っ黒なこどもたちに会えることでし
ょう。

”

臨　　甘

総
潟
鱒
穣
盆
〉

統
合
簡
易
水
道
事
業

安
全
祈
願
祭
行
わ
れ
る

　
松
之
山
・
湯
宙
・
規
手
・
松
口
の
各

簡
易
水
道
を
つ
な
ぐ
統
合
簡
易
水

道
事
業
が
昧
年
か
ら
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
そ
の
中
核
施
設
と

な
る
配
水
海
・
管
理
棟
を
、
兎
口
地

内
の
現
松
之
由
簡
水
浄
水
場
隣
り

に
建
設
し
ま
す
。
現
筏
順
調
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳

し
く
は
来
月
弩
で
紹
介
す
る
予
定

で
す
。

　灘．翻簗欝鯛》

三省地区夏季体力づくり大会
　蕎齢化率が高いとはいえ、飼1かと元気な三省地区。こ

の行事も三省小学校が統合以来一度も欠かさず続けて
います．この覆も朝から草刈りなどの整備を行い、お昼
過ぎからすっかりきれいになったグランドで、思いっ
きりさわやかな汗を流しました。天気も良かったこと
もあり、地区が留守になったのではと心醗になるほど
大勢が参擁して楽しみました。

灘

懸一

懇i騨灘1翻斡

鞭－

　　第17回高齢者スポーツ大会

　　ゲートボール大会
　例年になく雨の多かった今年の梅雨でしたが、今回
の大会も残念ながら朝からの大雨にたたれてしまい、
会場をゲー一トボールハウスに移し、雨天爾ルールでの
対戦となりました。捻チームによる熱戦が繰り広げら
れた結果上位3チームは次のようになりました。

　王位湯本コンドル　2位松之山　3位湯　山

羅、欝馨鰍蒙欝

熱気ムンムン！第15画長縄跳び大会
　熱気で蒸し風騒のようになった町昆体育館で、エン
トリ～した焉チームの選手が優勝と最蕩記録を賭けて
次々とジャンプ。声援と拍手そしてため、懸と、文字どお

り熱い戦いが繰り広げられました。上位3チームは次
のとおり。

　1位　大檸チーム（湯山）92園〔上の写真1
　2位　藤醸会チーム（藤禽）89園
　3位　浦懸がとぶチー一ム（浦磁小学校）83濾

馨
潟
＄
欝
（
月
）

不
老
閣
で
七
夕
ま
つ
り

松
里
保
育
園
児
が
か
わ
い
い

踊
り
の
お
く
り
も
の

　
き
れ
い
に
餓
り
付
け
ら
れ
た
会

場
に
は
、
車
い
す
に
腰
掛
け
た
入
所

麿
が
全
員
集
合
。
扮
時
過
ぎ
に
園
兜

が
到
　
濤
す
る
と
盛
大
な
拍
手
で
講

か
え
ら
れ
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
練
翌
し
た
踊
り
を
披
露
す

る
と
お
年
寄
り
か
ら
大
き
な
声
援

が
と
び
、
園
兜
達
は
う
れ
し
い
や
ら

び
っ
く
り
す
る
や
ら
、
ち
ょ
つ
と
と

ま
ど
つ
て
い
る
様
子
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
に
七
夕
の
歌

を
う
た
っ
た
り
ジ
ュ
…
ス
を
飲
ん

だ
り
し
た
お
薙
寄
り
達
は
ま
さ
に

童
心
に
返
っ
た
よ
う
で
し
た
。
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　　　　　　　　　側〉新潟嬢屡用環境整備財岡の

　U・1ターンを希望される方に、求人播報やよ越地域22市駒粒のイベント、
トピックス及び住宅等の惰報をリアルタイムに提供するためのホームページ

を関設し濠す。どうぞごご活屠ください。

　　　　◇移暑設月8　　8琢208（火）

　　　　◇ホームページアドレス　猷宝p：／／www手llfe，oqp
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に

羅
き
換
え
る
蜘
醐
き
な
し
蝕
で
す
。
有
名
な
の
は
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グ
イ
ス
の

“
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ー
ホ
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キ
ョ
〈
法
、
法
蕪
経
）
”
で
す
。
イ
カ
ル
は
、
お
菊
二

十
臨
、
赤
べ
べ
蓉
ー
、
み
の
笠
藩
；
”
と
露
う
の
で
す
が
、
耳
に

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
。

　
あ
る
夏
の
臼
、
熱
か
っ
た
一
段
も
よ
う
や
く
終
わ
り
を
欝
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る

頃
、
「
晩
酌
は
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た
い
ビ
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ル
で
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：
…
」
と
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ん
、
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ぐ
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く
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か
ら
、
今
沼
は
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ィ
ス
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ー
！
”
と
大
き
な
声
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る
で
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あ
り
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か
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見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
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ル
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そ
の
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私
に
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て
の
イ
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ル
の
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し
は
「
今
9
は
ウ
ィ
ス
キ
…
偏
に

　
　
熱
．
　
　
　
　
　
　
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
自
分
な

　
　
　
欝

　
　
　
　
議
　
　
　
　
　
　
り
の
野
鳥
た
ち
の
聞
き
な
し
を
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っ
て
み
ま
せ
ん
か
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
濁
辺
　
洋
一
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雛
8
月
の
探
鳥
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▼
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鋳
8
月
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目
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
箭
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時
～
午
前
7
時
3
0
分
ま
で

　
　
▼
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駈
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口
須
旗
地
猛
ハ
美
人
林
駐
車
場
集
合
）

　
　
▼
そ
の
他
　
小
爾
決
行
に
つ
き
雨
具
持
参
の
こ
と
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灘
講

1（β） 16（月〉・総振り替え休5

2倒〉 町内小・中・高校始業式

（松之由小は3鋤 17㈹ 郡小中学校親善陸上大会

3㈹ 松之山小始業式
生け花教霊 18㈱

議会定例会（20臼まで）エアPビクス
ニ種混合予防接種（小6〉松之山小にて

4㈱ エアqビクス 19（蔚
ゆとり陶芸（高齢者婦象）　　ほのぼの教塞

うたごえサークル　　購内小中学校芸衛鑑賞教室

5㈲ 湯鳥大学（園芸・陶芸〉

ほのぼの教整　うたごえサークル 20㈹ 陶芸教室（一般）

6継 21㈹
秋の全国交通安全運動（～30臼まで）

米米フォーラム（稲刈り〉

7Gゆ まつのやま祭り
22（旧〉汝

鍍．
・’1米米フォーラム（穰刈り〉

8（β） 23㈱ 秋分の段

9㈱ 陶芸教甕（一般） 24㈹ 社交ダンス

10㈹駿叢欝防鰍幼兇〉診蜥1．て 25㈱
エアロビクス
B＆G少年野球大会

11㈱
ニコニコ教霊
工アロビクス

26（お ほのぼの教室

12㈲ ほのぼの教墜 27（斜 郡中学校駅伝大会

13㈹ 週末禽宿（山留〉 28㈹、織． チャレンジ蕩鳥（秋のハイキング〉

14㈹
チャレンジ湯鳥　子供広場（公民館開放〉

子供体験交流事業（出留）
29（日〉

15（日〉　　　　　　敬老のβ

灘嚢灘灘灘灘灘灘灘懸灘灘灘灘灘獺難灘灘難難灘灘灘蒙

30㈲
’繋雛　’

★町内轡繋り磯聾

午後5時より・大厳寺嵩漂不動挫境内特設舞

〈爾天：松墨小体育館）

午後6瞬より・跡銀1俸育館特設舞金
（今年は神被ではあ翰ません）

午後6縛半より・天水島神祇境内縛設舞念

午後6時帯より・水梨神祇境内特設舞含
（爾天：醸鷺雀小体畜館韓設舞倉〉

　　　　　　婆

【
昆
滋
学
習
会
②
】

　
夏
休
み
に
採
集
し
た
昆
虫
の

名
餉
や
生
懇
な
ど
に
つ
い
て
調

べ
て
み
ま
せ
ん
か
．

▼
期
田
　
8
鍔
鴛
欝
（
土
）

▼
時
間
午
蔚
9
時
～

▼
会
場
　
村
由
　
暁
　
先
生

▼
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

門
ペ
ッ
ト
ぷ
ト
ル
を
飛
ば
そ
う
】

　
ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル
を
使
っ
て
ロ

ケ
ッ
ト
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
上
手
に
作
る
と
50

m
以
上
も
飛
び
ま
す
よ
。

▼
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日
　
9
月
澱
5
（
土
V

▼
時
間
午
鹸
9
時
㌻
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【
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え
サ
肇
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ル
】

▼
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9
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5
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（
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）

▼
時
間
　
午
後
7
時
～

▼
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
錘
月
第
2
土
曜
欝
は
「
子
供

広
場
の
日
偏
で
す
。
い
ろ
ん
な

遊
び
の
コ
ー
ナ
…
を
胴
慧
し
て

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
9

▼
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聞

▼
会
場

▼
内
容

9
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）
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～

　
　
　
　
午
後
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・
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ー
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、
巷
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、
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ン
、
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デ
オ
上
映

鰯
嚢
雛
慧
灘

　
親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か

し
、
ス
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ッ
プ
を
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み
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せ
ん
か
。

▼
期
β
　
8
月
2
6
臼
（
月
）

▼
時
間
　
午
後
7
時
～
8
時

▼
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上
越
教
育
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榊
原
　
潔
先
生

▼
会
場
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民
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育
館

霧
縷
携
欝
灘
灘

　
郡
内
の
少
年
野
球
チ
…
ム
が

参
茄
し
、
臼
球
を
追
い
ま
す
。

松
之
山
少
年
野
球
チ
…
ム
も
優

勝
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
、

▼
期
欝
　
8
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2
5
段
（
臼
）

▼
会
場
　
安
塚
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秘
照

　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ン
ド

笛
灘
鞭
蟹

　
9
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は

「
運
動
会
」
で
す
。
親
子
で
体

を
動
か
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
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ま
し
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う
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▼
期
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▼
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午
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顯
藷
獲
饗
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保
育
所
か
ら
小
学
校
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者

の
皆
様
を
対
象
に
、
子
育
て
学
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を
開
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し
ま
す
。
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に
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．
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灘

継
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は
幼
児
心
理
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が
ご
専
門
の
、

上
越
教
脊
大
学
・
鈴
木
先
生
を

お
迎
え
し
ま
す
。

達
遍
程
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
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ン
能
力
に
つ
い
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、

勉
強
し
て
み
ま
せ
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か
。

▼
期
β

▼
時
間

▼
講
繭

▼
会
場

※
当
裟
は
同
じ
時
間
で
子
供
向

　
け
の
ビ
デ
オ
映
圃
会
を
予
定

　
し
て
い
ま
す
。

　
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
す
　
　
　
　
　
2
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
濠
　
　
　
　
分
　
舶
㈹
赴

　
き
　
　
　
　
3
0
　
6
　
騨

　
　
で
　
　
　
時
　
館
、
、

　
定
　
禰
細
餓

轟
羅
姦

ス
日
2
6
2
6
2
5
聴
セ
串

鱒
い
銀
欝
蓼

コ
良
①
②
③
午
休
わ

闘
の
　
　
　
　
　
喰
帰

日
合
　
　
輔
蝿
隙

4
都
　
　
　
　
〉
〉
〉
蹄

灘嚢灘慧

【
園
芸
教
室
】

　
冬
季
・
正
月
に
海
け
た
草
木

の
手
入
れ
を
学
び
ま
す
．
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⑳
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輿夏の雪祭りln大厳寺高原（詳総P8〉

～8月から改疋になりました～　》P2

～三〇瑠からの改正点概要説明～　レ狩3

～町の統合水道謙爾を紹介します～　》P毒～5

～ベッキーさんを紹介します～　》Pn
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おめでた（出生）
みむ
美海ちゃん　　増闘　実・美花さん

　　　　　松之由（町営第二住竃〉
もひろ

千愚ちゃん　　蕎橋明毯・珠盤さん

　　　　　湯由（町営湯磁鐡地〉

おくやみ（死亡）

小野塚庚一さん　8王歳　東　駕（中新蟹）

村山　シヨさん　90歳松之由（重屋）
佐藤徳三郎さん75歳　嘗　根（治郎醗〉

懸邊　千代さん　磁歳　松之由（一の瀬）

學藤　ケイさん飢歳松之出（柏葉麗）

＊7月ま銭から7月3三臼までの届撮分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届鐵の時
に窓口にお謡ください。

　　　　　7月31a現荏
総人口　3，難6人（±0）

　男　王，505人（土0〉

　女　ま，6n人（±0〉
嚢t帯数　　三，三〇8戸　（十3〉

　　（）内は繭月との比較

町民憲章　昭秘3棚制定
わたしたちは松之由町浅です。郷二土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

町罠の合書葉

　王、美しい緑と霧の中で

　　　　　心豊かな人になろう
　1、ブナの梢が触れ合うように
　　　　　連体の心をもとう
　エF、湧きいづる湯泉のように

　　　　　創造のカを商めよう

温象定傭日

温馳ン9－1 翠の湯

8目 8・22 霊3・30

ウ自 22・26 33，30’
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